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         自分の良さを 最大限に伸ばす１年に 

 

 

新年明けましておめでとうございます。大きな事故等もなく、３学期を迎えることができましたこ

とは、保護者の皆様や地域の皆様に温かく見守っていただけたおかげと感謝申し上げます。また、今

年もたくさんの年賀状が届きました。どの年賀状も一生懸命に書いてくれたことが伝わってきました。

どうもありがとうございました。お天気も安定し、穏やかな日々が多かった今年のお正月でしたが、

ニュースから流れてくる新型コロナウィルス関連、特にオミクロン株については、日々心配な状況が

各地で拡大し、埼玉県も感染者が増加しています。３学期の教育活動や行事等にどの程度影響が出て

くるのか、今の段階でははっきりとしていませんが、これまで同様子供たちの安全・安心を第一に考

えていきたいと思いますので、どうぞご理解・ご協力をお願いいたします。 

 さて、２学期の終業式（今回も放送によるものです。）で、「新しい年の目標を決めましょう。」

と伝えました。子供たちはどんな目標を考えてくれたのでしょうか？寅年にちなんで、「いろいろな

ことにトライするぞ！」という子もいるかもしれませんね。冬休み中に読んだ心理カウンセラーの菜

花 俊（なばな さとし）先生の本の中に、ほめ上手になるコツが書いてありました。「ほめる（＝

認める）」がうまく伝わるためには３つの条件が必要で、それが「３つの○じ」だそうです。 

１ 子供がほめてほしい○事をほめる。 

２ 子供がほめてほしい○時にほめる。  

３ 大人自身が○自信を持っていることに関してほめる。 

特に１の○事と２の○時に関しては、日頃から子供たちとたくさん話をしたり、子供たちの様子をし

っかりと見てあげたりしていないとできないことだと思います。３の○自は、大人もいろいろなことに

興味を持ち、自分磨きをしていないとなかなか自信を持てません。私自身の子育ての中では、あまり

うまくいっていなかったなと反省していますが、この３つの○じをしっかりと意識しながら、今年も第

五小の子供たち一人一人が、自分らしく成長していけるように支援してまいります。ご家庭でも、３

つの○じでお子様の良さを言葉でたくさん伝えてあげてほしいと思います。 

 最後に年末にあった１本の嬉しい電話のことをお伝えします。いつも地域の通学路で子供たちの見

守りをしてくださっている方から、「第五小の子は、『いつもありがとうございます。来年もよろし

くお願いします。』と挨拶ができていましたよ。」とおほめの言葉をいただきました。地域の中でも、

自分の気持ちを恥ずかしがらずに伝えることができている子供たちがいて大変嬉しく思いました。社

会のルールをしっかりと守ること、周りの方々に感謝の気持ちを伝えることも大切にしていきます。 
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学校教育目標 
心豊かな子ども 

進んで学ぶ子ども 

たくましい子ども 

 地域を愛する子ども 
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